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新
年
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

秋
田
県
秋
田
市
長

穂
積 

志 

氏

姉妹都市

秋
田
県
仙
北
市
長

田
口 

知
明 

氏

有縁友好交流都市

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。常
陸
太

田
市
の
皆
様
に
は
、健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、常
陸
太
田
市
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、７
月
に
市

制
施
行
７０
周
年
、１２
月
に
合
併
２０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
節

目
の
年
と
伺
っ
て
い
ま
す
。両
市
の
交
流
も
コ
ロ
ナ
禍
前

の
状
況
に
戻
る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す

の
で
、姉
妹
都
市
提
携
１０
周
年
に
向
け
、両
市
の
交
流
が一

層
活
発
な
も
の
と
な
り
、「
二
孝
女
」の
取
り
持
つ
縁
を
更

に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

大
分
県
臼
杵
市
長

中
野 

五
郎 

氏

姉妹都市

茨
城
県
牛
久
市
長

沼
田 

和
利 

氏

姉妹都市

中
国 

余
姚
市 

人
民
政
府
市
長

沃
勇
特 

氏

友好都市

常
陸
太
田
市
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
、常
陸
太
田
市
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
、市
制

７０
周
年
・合
併
２０
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
両
市
の
交
流
と
友
好
を
深
め
、連
携

が
さ
ら
に
強
固
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。併

せ
て
、皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

秋
田
市
民
を
代
表
し
、謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
７
月
、本
市
が
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
に

は
、常
陸
太
田
市
の
皆
様
か
ら
温
か
な
ご
支
援
を
頂
戴

し
た
こ
と
に
対
し
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
市
の
市
制
施
行
７０
周
年
、合
併
２０
周
年
と
な
り
ま

す
本
年
が
、皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
・
有
縁
友
好
交
流
都
市
か
ら

令和

6年新
年
を

　
迎
え
て

余
姚
市
民
を
代
表
し
、常
陸
太
田
市
民
の
皆
様
に
謹

ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
で
は
「
志
を
同
じ
く
す
る
者
は
た
と
え
山
海
を

隔
て
い
て
も
そ
れ
を
遠
い
と
思
わ
な
い
」と
い
う
諺
が

あ
り
ま
す
。朱
舜
水
先
生
に
よ
る
ご
縁
で
、余
姚
市
と

常
陸
太
田
市
が
友
好
交
流
の
提
携
を
結
ん
で
以
来
、私

た
ち
は
常
に
心
を
通
わ
せ
、交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

今
後
と
も
、両
市
が
引
き
続
き
多
く
の
分
野
で
相
互

交
流
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、こ
の

友
情
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

常
陸
太
田
市
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
10
月
か
ら
牛
久
市
の
市
長
に
就
任
し
た
沼
田

と
申
し
ま
す
。昨
年
は
、４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た「
う

し
く
か
っ
ぱ
祭
り
」に
、常
陸
太
田
市
民
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

今
年
も
両
市
の
交
流
が
益
々
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
一
月

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
な
る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、東
部
地
区
に
待
望
の
大
型

商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、多
く
の

買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

一
方
で
、少
子
高
齢
化
の
進
行
や
自

然
災
害
の
増
加
等
、地
域
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、本
市
で
は
、４

つ
の
重
点
項
目
、「
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」「
健
康
で
快
適
な
市
民
生
活

の
実
現
」「
少
子
化
人
口
減
少
対
策
」

「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」を
推
進
す

る
と
と
も
に
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、持
続
可
能
な
魅
力
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
の
実
現
を
目
指

し
て
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
、排

水
ポ
ン
プ
車
を
配
備
し
、内
水
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、誰一人
取
り

残
さ
な
い
避
難
体
制
の
実
現
に
向

け
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
市

内
全
域
に
整
備
し
、自
主
防
災
会
等

と
連
携
し
て
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、市
道
0
1
3
9
号
線
整
備
、

通
学
路
等
の
計
画
的
改
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、中
学
生
向
け
年
間

フ
リ
ー
パ
ス
や
踏
み
間
違
い
防
止
安

全
運
転
支
援
装
置
設
置
助
成
な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、2
月
に

は
、自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
運
行
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

「
健
康
で
快
適
な
市
民
生
活
の
実

現
」で
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、が
ん
の
早
期
発

見
、早
期
治
療
を
促
進
す
る
た
め
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に 

3
大
が

ん
検
診
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、新
総
合
体
育
館
や
町
田
運
動

公
園
の
整
備
を
進
め
、施
設
の
充
実

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

「
少
子
化
人
口
減
少
対
策
」で
は
、本

市
の
未
婚
率
改
善
の
た
め
、婚
活
事

業
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。い
ば
ら

き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
A
I

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、出

会
い
の
場
の
創
出
と
結
婚
に
対
す
る

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、出

会
い
と
交
流
の
場
創
出
事
業
を
多
数

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、東
部
地
区
の
残
る
区
画
へ
の

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
と

買
い
物
環
境
の
整
備
、Ｊ
Ｔ
跡
地
の
利

活
用
に
よ
る
移
住
・定
住
環
境
の
整

備
を
進
め
、魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」で
は
、地

域
振
興
の
担
い
手
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房

や
常
陸
秋
そ
ば
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
化
等
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、販
売
促
進

を
強
化
し
、農
林
畜
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

観
光
面
で
は
、昨
年
は
茨
城
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の

連
携
等
に
よ
り
、都
市
交
流
・情
報
発

信
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
等
に
よ
り
観
光
客
誘
致
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
後

は
、竜
神
大
吊
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

等
、観
光
施
設
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
を
図
り
、交
流
人
口
増
加

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
4
つ
の
重
点
項
目
推
進

に
加
え
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
等
購
入
補
助
や
メ
ー
プ

ル
リ
ー
フ
の
森
づ
く
り
等
に
よ

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推

進
、行
政
情
報
ア
プ
リ
や
デ
ジ
タ

ル
通
貨
の
導
入
等
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

今
年
は
、市
制
施
行
70
周
年
お

よ
び
市
町
村
合
併
20
周
年
の
節

目
と
な
る
年
で
す
。各
施
策
を
さ

ら
に
推
進
し
、次
世
代
に
確
実
に

バ
ト
ン
を
繋
げ
る
た
め
、市
民
の

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
支

援
・ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で

幸
多
き
一年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

常
陸
太
田
市
長

宮
田 

達
夫
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月

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
や
か
な
る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、東
部
地
区
に
待
望
の
大
型

商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、多
く
の

買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

一
方
で
、少
子
高
齢
化
の
進
行
や
自

然
災
害
の
増
加
等
、地
域
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、本
市
で
は
、４

つ
の
重
点
項
目
、「
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」「
健
康
で
快
適
な
市
民
生
活

の
実
現
」「
少
子
化
人
口
減
少
対
策
」

「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」を
推
進
す

る
と
と
も
に
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、持
続
可
能
な
魅
力
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
の
実
現
を
目
指

し
て
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
、排

水
ポ
ン
プ
車
を
配
備
し
、内
水
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、誰一人
取
り

残
さ
な
い
避
難
体
制
の
実
現
に
向

け
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
市

内
全
域
に
整
備
し
、自
主
防
災
会
等

と
連
携
し
て
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、市
道
0
1
3
9
号
線
整
備
、

通
学
路
等
の
計
画
的
改
修
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、中
学
生
向
け
年
間

フ
リ
ー
パ
ス
や
踏
み
間
違
い
防
止
安

全
運
転
支
援
装
置
設
置
助
成
な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、2
月
に

は
、自
動
運
転
Ｅ
Ｖ
バ
ス
運
行
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

「
健
康
で
快
適
な
市
民
生
活
の
実

現
」で
は
、フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、が
ん
の
早
期
発

見
、早
期
治
療
を
促
進
す
る
た
め
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に 

3
大
が

ん
検
診
の
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、新
総
合
体
育
館
や
町
田
運
動

公
園
の
整
備
を
進
め
、施
設
の
充
実

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

「
少
子
化
人
口
減
少
対
策
」で
は
、本

市
の
未
婚
率
改
善
の
た
め
、婚
活
事

業
に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。い
ば
ら

き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
A
I

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、出

会
い
の
場
の
創
出
と
結
婚
に
対
す
る

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、出

会
い
と
交
流
の
場
創
出
事
業
を
多
数

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、東
部
地
区
の
残
る
区
画
へ
の

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
と

買
い
物
環
境
の
整
備
、Ｊ
Ｔ
跡
地
の
利

活
用
に
よ
る
移
住
・定
住
環
境
の
整

備
を
進
め
、魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」で
は
、地

域
振
興
の
担
い
手
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、ひ
た
ち
お
お
た
チ
ー
ズ
工
房

や
常
陸
秋
そ
ば
の
リ
ブ
ラ
ン
ド
化
等
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、販
売
促
進

を
強
化
し
、農
林
畜
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

観
光
面
で
は
、昨
年
は
茨
城
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の

連
携
等
に
よ
り
、都
市
交
流
・情
報
発

信
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、イ
ン
バ
ウ

ン
ド
推
進
等
に
よ
り
観
光
客
誘
致
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
後

は
、竜
神
大
吊
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

等
、観
光
施
設
の
さ
ら
な
る
魅
力

向
上
を
図
り
、交
流
人
口
増
加

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
4
つ
の
重
点
項
目
推
進

に
加
え
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
等
購
入
補
助
や
メ
ー
プ

ル
リ
ー
フ
の
森
づ
く
り
等
に
よ

る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推

進
、行
政
情
報
ア
プ
リ
や
デ
ジ
タ

ル
通
貨
の
導
入
等
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

今
年
は
、市
制
施
行
70
周
年
お

よ
び
市
町
村
合
併
20
周
年
の
節

目
と
な
る
年
で
す
。各
施
策
を
さ

ら
に
推
進
し
、次
世
代
に
確
実
に

バ
ト
ン
を
繋
げ
る
た
め
、市
民
の

皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
支

援
・ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で

幸
多
き
一年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

常
陸
太
田
市
長

宮
田 

達
夫
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11
月
28
日
、各
種
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
小
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
、教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
61
回
県
小
・
中
学
校
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
課
題
読
書
）：
優
秀

賞
小
学
（
高
）
最
優
秀　
髙
木 

励
仁
さ
ん
（
太
田
小
6
年
）
／
優
秀
賞
小
学

（
低
）最
優
秀　
松
崎 
乃
里
花
さ
ん（
峰
山
小
1
年
）

◆
第
74
回
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
：
県
議
会
議
長
賞　
和
田 

実
花
さ

ん
（
機
初
小
5
年
）＊
第
71
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
／
県
統

計
協
会
総
裁
賞　
目
黒 

陽
莉
さ
ん（
誉
田
小
1
年
）、海
野 

朱
星
さ
ん
、マ
ー

テ
ィ
ン 

彩
霞
さ
ん
、関 

心
優
さ
ん（
金
砂
郷
小
６
年
）　

◆
第
13
回
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
小
学
５
・
６
年
Ｂ
部
門
：
奨

励
賞　
小
田
部 

藍
子
さ
ん（
峰
山
小
6
年
）

◆
第
42
回
全
国
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル
：
C
G
C
グ
ル
ー
プ
賞　
海
野 

友
希

さ
ん（
世
矢
小
5
年
）

◆
第
42
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
大
会
：
優
秀
特
別
賞

（
茨
城
新
聞
社
長
賞
）小
林 

由
季
さ
ん（
太
田
中
1
年
）

◆
2
0
2
3
寧
波
と
ア
ジ
ア
友
情
少
年
絵
画
展
：
２
等
賞　
馬
場 
美
輝
さ

ん（
太
田
中
2
年
）／
３
等
賞　
高
橋 

光
結
さ
ん（
太
田
中
2
年
）

◆
第
57
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」：
県
知
事
賞　
綿
引 

唯
人
さ

ん（
世
矢
中
1
年
）

◆
歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
：
県
教
育
長
賞　
前
島 

圭
汰
さ
ん（
世
矢
中
3
年
）

◆
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
：
優
良
賞　
福
地 

圭
吾
さ
ん（
世
矢
中
3
年
）

◆「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
：（
全
国
）佳

作　
岩
間 

陽
菜
さ
ん（
水
府
中
3
年
）／（
県
）優
秀　
井
上 

和
紀
さ
ん（
水

府
中
3
年
）

おめでとうございます

小
中
学
生
が
各
種
大
会
・コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍

◆
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

●
陸
上
競
技
の
部
： 

共
通
男
子
8
0
0ｍ　
第
５
位　
小
祝 

玖
音
さ
ん
（
峰
山
中
1
年
）
／
共
通
女
子

8
0
0
m　
第
７
位　
白
水 

愛
麻
さ
ん（
峰
山
中
２
年
）
／
共
通
女
子
砲
丸
投　
第
１
位　
杉
谷 

愛
奈
さ

ん（
峰
山
中
２
年
）／
共
通
男
子
1
5
0
0ｍ　
第
6
位　
木
村 

史
さ
ん（
水
府
中
2
年
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部
：
第
3
位　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
代
表 　
澤 

陽
翔
さ
ん（
瑞
竜
中
2
年
）

◆
第
19
回
県
北
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会（
男
子
の
部
）： 

区
間
賞　
第
1
区　
矢
部 

翔
琉
さ
ん（
峰
山
中
３

年
）／
区
間
賞　
第
4
区　
六
﨑 

蓮
太
さ
ん（
峰
山
中
３
年
）

（後列左から）西野教育部長、髙木さん、関さん、海野朱里さん、マーティンさん、小田部さん
（前列左から）松崎さん、目黒さん、滝教育長、和田さん、海野友希さん

（後列左から）西野教育部長、六﨑さん、矢部さん、小祝さん、岩間さん、白水さん、杉谷さん、馬場さん、高橋さん
（前列左から）木村さん、　澤さん、綿引さん、滝教育長、前島さん、福地さん、井上さん
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第６5回市美術展覧会
市長賞受賞者・受賞作品紹介

おめでとうございます

＊会場の照明の色により、実際の
作品とは色味が異なって見えるこ
とについて、ご容赦願います。

11月29日～12月３日、市民交流センターで市美術展覧会（一般の部）を開催しました。出品数１５３点のうち、特に優れ
た作品が入賞し、最終日に表彰式を行いました。ここで、各部門で最も優れた作品として選ばれた、市長賞の受賞者・
受賞作品を紹介します。また、市長賞受賞作品は、１月中旬から３月下旬まで市役所本庁ロビーにて展示を予定してい
ますので、ぜひご覧ください。

秋
意

小
林 

啓
徳
さ
ん

張
説
詩
二
首

山
田 

睦
水
さ
ん

塔
の
華
瀬
谷 
金
雄
さ
ん

春
根
本 

典
子
さ
ん

写真の部

陶芸と工芸の部

絵画とデザインの部書道の部

◀（前列左から）瀬谷金雄さん、山田睦水さん、小林
啓徳さん、根本典子さん
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11
月
１
日
、
令
和
６
年
３
月
か
ら
い
ち
ご
栽
培
に
取
り
組
む

金
田
悠
希
さ
ん
と
理
絵
さ
ん
ご
夫
婦
に
よ
る
家
族
経
営
協
定

調
印
式
が
、県
北
農
林
事
務
所
経
営
普
及
部
門
長
、市
農
業
委

員
会
長
立
ち
合
い
の
も
と
常
陸
太
田
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
で
取
り
組
む
農
業
経
営
に

つ
い
て
、経
営
方
針
や
役
割
分
担
、就
業
条
件
な
ど
を
話
し
合

い
、
取
り
決
め
を
明
文
化
し
た
も
の
で
す
。金
田
夫
妻
は
来
年

２
月
ま
で
農
業
研
修
を
受
け
た
後
、
い
ち
ご
農
家
と
し
て
農

業
経
営
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。現
在
市
内
の
い
ち
ご
農
家

の
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
金
田
夫
妻
が
新
た
な
担
い
手
と

し
て
加
わ
る
こ
と
で
、
い
ち
ご
栽
培
が
さ
ら
に
盛
り
上
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

TOPICS
家
族
経
営
協
定
調
印
式

12
月
に
、夜
の
竜
神
大
吊
橋
で
コ
タ
ツ
に
入
り
な
が
ら
食
事
と
星
空
観

賞
が
楽
し
め
る
「
コ
タ
ツ
で
星
空
観
賞
会
」
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
ツ
ア
ー
は
茨
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
特

別
企
画
と
し
て
行
わ
れ
、星
空
観
賞
の
ほ
か
に
、そ
ば
打
ち
体
験（
か
な

さ
笑
楽
校
・
金
砂
の
湯
）
や
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
（
北
沢
ニ
ジ
マ
ス
セ
ン

タ
ー
）、
買
い
物（
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
、
武
龍
ワ
イ
ナ
リ
ー
）な
ど
、

常
陸
太
田
の
い
い
と
こ
ろ
を
満
喫
で
き
る
内
容
で
し
た
。

コ
タ
ツ
で
星
空
観
賞
会
ツ
ア
ー
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11
月
26
日
、交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
で
金
砂

郷
の
け
ん
ち
ん
村
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
が
金
砂
郷
の
郷
土
の
味
を
堪

能
し
ま
し
た
。会
場
で
は
、
け
ん
ち
ん
汁

の
食
べ
比
べ
コ
ー
ナ
ー
や
特
産
物
の
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
つ
け

け
ん
ち
ん
を
わ
ん
こ
そ
ば
形
式
で
何
杯

食
べ
ら
れ
る
か
を
競
う「
第
4
回
つ
け
け

ん
ち
ん
大
食
い
大
会
」が
行
わ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

12
月
17
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
武
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。剣

道
の
最
高
段
位
で
あ
る
教
士
八
段
を
取

得
さ
れ
て
い
る
山
下
克
久
先
生
を
お
招

き
し
、継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
体
験

談
な
ど
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
武
道
関
係
者
や

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
演
武
披
露
や
武
道

体
験
を
行
い
、武
道
に
親
し
み
ま
し
た
。

12
月
７
日
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
で
、

常
陸
太
田
大
使
で
音
楽
家
の
マ
シ
コ
タ

ツ
ロ
ウ
さ
ん
を
一
日
警
察
署
長
に
お
迎

え
し
、交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。マ
シ
コ
さ
ん
は
、
茨
城
弁
を

交
え
た
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、交
差

点
で
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、年
末
の

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
ド
ラ
イ
バ
ー

や
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

金
砂
郷
の
け
ん
ち
ん
村
ま
つ
り

武
道
フェス
ティ
バ
ル

一
日
警
察
署
長
マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ
さ
ん

温かいご支援
ありがとうございます

明治安田生命
保険相互会社様より
寄付をいただきました

７２２，５００円
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水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録水戸ホーリーホック 常陸太田での活動記録

11月22日、常陸太田市ＰＲ大使の安藤選手と草野
選手に、かなさ笑楽校でそば打ち体験をしてもら
いました。そば打ちは今回が初めてということで地
元の方に指導してもらいながら、美味しい常陸秋
そばを打つことができました。

かなさ笑楽校でそば打ち体験

謹んで新年のお慶び申し上げます。昨年中は格別のご支援とご声援を賜り、厚く御礼申し上げます。昨年、クラブ史上
14年ぶりに達成したハットトリックは常陸太田市ＰＲ大使を務めた選手が竜神大吊橋のバンジージャンプをした翌試
合。市との絆を示した瞬間を今でも思い出します。2024年も、水戸ホーリーホックはホームタウンである常陸太田市の
皆さまに、街にプロスポーツがあることを誇りに思っていただけるよう、邁進して参ります。スタジアムでもお会いできる
のを楽しみにしております。

１シーズンを通じて実施されていた15市町村のホームタウンＰＲ大使によるＰＲ対抗戦「おらが街ＰＲリーグ２０２３」
で、常陸太田市が２位に輝きました。これは各ホームタウンのＰＲ大使による活動やその成果に応じて獲得できる
「ホームタウン貢献ポイント」の合計点を競うものです。また、このリーグのＭＶＰには常陸太田市ＰＲ大使の安藤選手
が選ばれました。引き続き、水戸ホーリーホックを応援していきましょう！

おらが街ＰＲリーグ２０２３ 第２位！！

水戸ホーリーホックからのメッセージ水戸ホーリーホックからのメッセージ水戸ホーリーホックからのメッセージ水戸ホーリーホックからのメッセージ水戸ホーリーホックからのメッセージ水戸ホーリーホックからのメッセージ水戸ホーリーホックからのメッセージ

11月25日、白羽スポーツ広場でスポーツ体験＆
サッカー教室が行われ、約１３０人の子どもたちが
参加しました。ホーリーホックと市サッカー協会の
コーチの皆さんに加え、PR大使の2人にも参加い
ただきました。子どもたちの元気いっぱいな姿が
見られ、笑顔のあふれる１日となりました。

水戸ホーリーホック
スポーツ体験＆サッカー教室
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11
月
12
日
、
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
た
第
46
回
全
国
育
樹
祭
式
典
行
事
に
お
い
て
、

林
業
に
携
わ
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
佐
藤
健一さ
ん
（
里
川
町
）
が
、
令
和
５

年
度
全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昭
和
52
年
か
ら
自
身
の
山
林
に
お
い
て
林

業
経
営
に
携
わ
る
ほ
か
、
林
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
、
林
業
後
継
者
へ
の
技
術

指
導
な
ど
地
域
林
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
荷
見
信
孝
さ
ん
（
里
川
町
）
が
、
昨
年

度
の
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
農
林
水
産

大
臣
賞
受
賞
に
つ
づ
き
、
第
46
回
全
国
育

樹
祭
記
念
茨
城
県
緑
化
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
山

林
で
、
計
画
的
な
施
業
や
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
た
試
験
的
な
取
り
組
み
、
樹
種
や
林

齢
の
異
な
る
木
を
育
て
る
複
層
林
施
業
な

ど
、
森
林
経
営
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◆
奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
林
道
水
根
持
方

線
（
上
高
倉
町
）
が
、
令
和
５
年
度
林
道

維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
・
茨
城
県
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
森
林
・
林
業
の
活

性
化
と
生
活
環
境
基
盤
の
充
実
の
た
め
平
成

28
年
度
に
完
成
し
た
林
道
で
、
定
期
的
に
市

が
除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
46
回
全
国
育
樹
祭
記
念
茨
城
県
緑
化
功

労
者
表
彰
を
当
市
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
で
実
施
し
て
い
る

森
林
整
備
の
取
り
組
み

森
林
は
、
木
材
等
の
林
産
物
供
給
だ
け

で
な
く
、
災
害
の
防
止
や
地
球
温
暖
化

の
防
止
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て

森
林
の
整
備
・
保
全
を
進
め
て
い
ま
す
。

部門 氏名・団体名

森林組合

木材産業

林業普及

森林整備

常陸太田市森林組合
造林・伐出班
井上  洋一郎さん
皆川  正一さん
江幡  一郎さん
佐川  卓政さん
荷見  信孝さん
株式会社  鈴木組
株式会社  堀江林業

林業従事者の労働力を軽減し
労働環境の改善を図るため、
林業経営体に対して高性能林
業機械の補助を行いました
（令和4・5年度）。

定期的な除草や災害後の被害
状況の確認による林道の維持
管理を行っています。

市内の森林を適切に管理して
いくため、対象地域の山林所
有者に対し、森林経営管理制
度の仕組みや意向調査に関す
る説明会を開催しています
（令和２年度～）。

全
国
育
樹
祭
式
典
行
事
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
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今年、市制施行７０周年および合併２０周年を迎えるにあたりシンボルマークおよびキャッチフレーズを募集し、
多数のご応募をいただいた中から、最優秀作品が決定しました。市民の皆さんからも審査のご協力をいただきあり
がとうございました。

シンボルマークとキャッチフレーズが
決定しました！

市制施行70周年・合併20周年

時をかさね
ともにつながる
まちづくり
輝く未来へ

最優秀賞 弓野 翔平さん（市内） 最優秀賞 石川 八千代さん（市内）

キャッチフレーズ 優秀賞

キャッチフレーズ 佳作

シンボルマーク 優秀賞 シンボルマーク 特別賞

・「未来へつなごう美しい町常陸太田」  鈴木 惺夏さん（市内）
・「合わせ繋いだ20年　歩んだ市政は70年」  黒澤 明代さん（市内）

・「70年のありがとう。このまちとこれからも。大好きひたちおおた」 市村 優幸さん（市内）
・「70ねんだっぺ　いがっぺがっぺい20ねん　ずっとソバに」 神成 夢結さん（市内）
・「空がある町　未来へ歌う　太田70」 関根 彩乃さん（市内）

武藤 康生さん（市内） 吉田 裕亮さん（千葉県千葉市） 工藤 規雄さん（東京都江東区） 竹澤 佳奈さん（つくば市）

デザインの趣旨

常陸太田市の多彩な魅力をデザインにしました。上から、竜神大吊橋、巨峰、市の
鳥であるカワセミやじょうづるさんなどを、また周りには、市の花であるやまぶ
きや紅葉などを配置し、記念ロゴということでレインボーに色付けをして華やか
なイメージにしました。常陸太田市の70周年、20周年の両方を目立たせるために
中央に配置し、現代風のイメージを持たせる英語表記にしました。

シンボルマーク
キャッチフレーズ

……94作品
…236作品

応募作品数

シンボル
マーク

キャッチ
フレーズ

最優秀賞に選ばれた2作品は、今後実施する
記念事業やイベント、プロモーションなど、
本市の顔として活躍していただきます！
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６月16日（日） パルティホール 大ホール収録日程

テレビ東京の長寿番組「開運なんでも鑑定団」の人気コーナー「出張！なんでも
鑑定団」が、６月16日(日)に常陸太田市にやってきます！あなたのとっておきの
「お宝」を鑑定してみませんか？時代、ジャンルは問わず、美術品からお菓子のオ
マケやおもちゃまで、「なんでも」ご応募ください！

テレビ東京の長寿番組「開運なんでも鑑定団」の人気コーナー「出張！なんでも
鑑定団」が、６月16日(日)に常陸太田市にやってきます！あなたのとっておきの
「お宝」を鑑定してみませんか？時代、ジャンルは問わず、美術品からお菓子のオ
マケやおもちゃまで、「なんでも」ご応募ください！

～とっておきのお宝大募集～
出張！なんでも鑑定団in常陸太田
市制施行70周年・合併20周年記念事業

申・問 観光振興課（72-８０７１ 〈午前８時30分～午後５時15分  土・日・祝日を除く〉／〒３１３-００１３ 山下町９４９-９）

5月10日（金）必着申込期限

観覧を希望する方は、往復ハガキ
に必要事項を記入の上、ご応募く
ださい。応募者多数の場合は抽
選となります。当選したハガキ１
枚につき２人まで入場できます。
＊往復ハガキ以外でのご応募は
無効となります。

返信

往信

〒313-0013 ＊ここは白紙の
　ままで

観覧希望
氏名①
　　②

①の連絡先
住所：
TEL：

観覧希望者の
郵便番号
住所
氏名

山下町949-9
常陸太田市観光振興課
「出張 ！ なんでも
鑑定団 in 常陸太田
観覧係」

   
                            

観覧募集について 観覧
無料

応募方法

応募方法

4月1日（月）必着申込期限

鑑定出場申込書に必要事項を記入の上、ご応募ください。
＊1人あたり何点でも応募できます（申込書は鑑定依頼品１点につき１枚必要です）。
＊収録予定日の６月16日（日）に出場可能な方に限ります。
＊古物売買免許のある方は、ご遠慮ください。
＊応募いただいた申込書類・写真は返却しませんので、ご了承ください。

選考方法

発表
テレビ東京の番組担当スタッフが応募書類を詳細に検討して選考します。

採用の可能性がある方にはテレビ東京の番組スタッフから直接連絡があります。

お宝の募集について

応募方法・チラシのダウンロードは市ホームページをご確認ください。

詳しくは
こちら→
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